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1．はじめに 

岡山市藤田地区には，農業用水の安定供給を目的とし

た大規模な農業用パイプラインが導入されている。当地

区の一部の地域では，2018年頃から，外来淡水二枚貝類の

タイワンシジミ（Corbicula fluminea）（Fig. 1）が末端の

自動給水栓（以下，給水栓）に目詰まりすることによる通

水阻害が確認されている。パイプライン管内のタイワン

シジミの駆除を効率的に進めるうえでは，管内における

本種の分布の詳細や生息状況を明らかにする必要があ

る。しかしながら，管内における生息状況を目視で確認す

ることは不可能であり，また，開水路のように採捕で調査

を実施することは困難である。そこで本研究では，環境DNA（以下， eDNA）分析

を用いた調査を実施し，当地区におけるタイワンシジミの分布状況を推定した。  

2．材料および方法 

2.1．調査1：採水時間とタイワンシジミのeDNA濃度との関係の評価  

2024年6月4・6日に，県営支線排泥工（以下，排泥工）と給水栓で，採水調査を実

施した。調査地点は，排泥工では過去に多数のタイワンシジミが排出された地点の

1ヵ所，給水栓では過去に本種による通水阻害が頻繁に確認されている地点の3ヵ所

（K-1～K-3）を選定した。排泥工では，排泥開始直後と 3・5・10・30・60分後にそ

れぞれ排水を1 L採水した。給水栓では，放水直後とその 5分後にそれぞれ用水を1 L

採水した。採水サンプルは，吸引濾過後にDNAを抽出し，リアルタイムPCRによる

DNAの検出と定量を実施した。リアルタイムPCRには，東ら 1) がSuzuki et al. 2) を

基に藤田地区のタイワンシジミの eDNAをより高感度で検出できるように再設計し

たプライマー・プローブセットを用いた。  

2.2．調査2：eDNA分析によるパイプライン内でのタイワンシジミの分布状況の推定 

 パイプラインにおけるタイワンシジミの分布状況について推定することを目的

とし，2024年11月14・20日に採水調査を実施した。2024年の灌漑期に通水阻害が確

認された地域を中心に，パイプライン全域を網羅する形で，排泥工に計10地点（H-

5～H-14）の調査地点を設定した。また， 2023年10月に東ら 1)がeDNA分析を用いた

調査を実施した，2ヵ所の揚排水機場（藤田揚排水機場および大曲揚排水機場）の用

Fig. 1 タイワンシジミ  
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水吐水槽（H-2, H-4）においても調査を実施し，加えて，揚排水機場への取水源の2

河川（笹ヶ瀬川および丙川）の取水口付近（H-1, H-3）でも調査を実施した。H-1～

H-4では表層水1 Lを3本採水し，H-5～H-14では調査1で得られた知見を参考にして，

排泥開始から約3分後に排水1 Lを3本採水した。採水後の分析手順は調査1に準じた。 

3．結果および考察  

調査1の結果，排泥工においては，排泥開始から30分後までは検出されたタイワン

シジミの eDNA濃度に大きな変化は見られなかったが， 60分後に採水したサンプル

からは本種の eDNAが高濃度で検出された。したがって，調査地においては排泥開

始から30分以内に採水しeDNA分析を行えば，他地点に由来するeDNAが当該調査地

点に到達することはなく，採水地点付近における分布の評価が可能になると思われ

た。また，給水栓での調査の結果，K-3において放水から5分後に採水したサンプル

から，タイワンシジミのeDNAが高濃度で検出された。採水調査当日，K-3に隣接す

る区画の水田に設置されている給水栓で通水阻害が発生しており，採水時は通水阻

害発生箇所からK-3の方向に用水が流れていたと推定される。このため，給水栓に

おいては，放水から一定時間後に採水することで，通水阻害箇所を推定できる可能

性が示唆された。  

調査2の結果，すべての調査地点でタイ

ワンシジミの eDNAが検出された。した

がって，本種は調査地区のパイプライン

のほぼ全域に分布していると推定され

た。両機場における結果に着目すると，

藤田揚排水機場（H-1, H-2）では大曲揚排

水機場（H-3, H-4）に比べ，本種の eDNA

が高濃度で検出された（Fig. 2）。このた

め，藤田揚排水機場がパイプラインへの

タイワンシジミの主な供給源となってい

る可能性が示唆された。  

4．まとめ  

 本研究は，藤田地区の農業用パイプラインにおけるタイワンシジミの分布状況を

推定することを目的に実施した。調査1の結果からは，eDNA分析が通水阻害発生箇

所を推定する有効な手法となり得る可能性が示された。また，調査2の結果から，藤

田揚排水機場においてタイワンシジミの除去対策を重点的に進めることで，パイプ

ラインへ供給される本種の個体数が減少できる可能性があると思われた。  
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Fig. 2 調査 2においてH-1～H-4で検出された

タイワンシジミの eDNA濃度  

Environmental  DNA concentrat ions of Corbicula 

f luminea  at  the water sampling stat ions H-1—H-4 
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